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特集

平平
成成
2244
年年
上上
野野
原原
市市
成成
人人
式式

1
月
9
日（
月
）
の
成
人
の
日
、
市
内
で
は
、
3
4
4
人
の
新
成
人

が
新
し
い
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
方
の
支
え
に
よ
り
人
生
を
歩
ん
で
き
た
新
成
人

は
、
こ
の
日
、
そ
れ
ぞ
れ
が
描
く
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
歩
み
出
し
ま

し
た
。

広
報
う
え
の
は
ら
2
月
号
で
は
、
新
成
人
に
と
っ
て
人
生
の
節
目
で

あ
る
平
成
24
年
上
野
原
市
成
人
式
の
様
子
と
、
成
人
式
を
企
画
・
運
営

し
た
成
人
式
実
行
委
員
の
紹
介
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

歩歩
みみ
出出
すす
33
44
44
人人
のの
新新
成成
人人
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《特集》平成24年上野原市成人式　歩み出す344人の新成人

平
成
3
年
度
の
出
来
事

■
新
成
人
の
新
し
い
門
出

平
成
24
年
上
野
原
市
成
人
式
は
、
1
月
9

日（
月
）、
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
式
典
に
参
加
し
た
新
成
人
は
、

市
内
成
人
対
象
者
3
4
4
人
の
う
ち
2
9
4

人
で
、
男
性
が
1
5
6
人
、
女
性
が
1
3
8

人
で
し
た
。

当
日
は
、
9
時
30
分
頃
か
ら
新
成
人
が
集

ま
り
だ
し
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
肩
を

抱
き
合
っ
た
り
、
近
況
を
話
し
た
り
、
写
真

を
撮
っ
た
り
と
、
10
時
30
分
の
開
式
間
際
ま

で
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し

新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
に
は
、
次
の
よ
う

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

■
1
9
9
1
年
4
月
　

上
野
原
小
学
校
校
舎
完
成
、
プ
ー
ル
完
成

■
1
9
9
1
年
5
月
　

横
綱
・
千
代
の
富
士
が
通
算
1
0
4
5
勝

と
い
う
記
録
を
残
し
て
引
退
表
明

■
1
9
9
1
年
6
月
　

長
崎
県
の
雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流
が
発

生
、
報
道
陣
や
消
防
関
係
者
な
ど
43
人
が

火
砕
流
に
巻
き
込
ま
れ
犠
牲
と
な
る

■
1
9
9
1
年
8
月
　

東
京
で
世
界
陸
上
選
手
権
大
会
が
開
催
、

谷
口
浩
美
選
手
が
男
子
マ
ラ
ソ
ン
で
日
本

人
初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

■
1
9
9
1
年
10
月
　

町
立
図
書
館
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム
オ
ー
プ
ン

■
1
9
9
2
年
1
月
　

脳
死
臨
調
が『
脳
死
は
人
の
死
で
あ
る
』

と
発
表

■
1
9
9
2
年
3
月
　

ふ
る
さ
と
長
寿
館
完
成

▲もみじホールには、座席が満席になるほど多くの新成人

が集まりました。また、会場には、新成人の保護者のみ

なさんも集まり、立派に成人した子どもたちの晴の姿を

見て、万感の思いで祝福していました。

た
。式

典
は
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
な
か
、
成
人

式
実
行
委
員
の
加
藤
絢
人
さ
ん
の
開
式
の
こ

と
ば
で
始
ま
り
ま
し
た
。
成
人
式
実
行
委
員

長
米
山
健
太
郎
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

新
成
人
や
保
護
者
、
来
賓
の
み
な
さ
ん
全
員

で
国
歌
斉
唱
を
行
い
ま
し
た
。

励
ま
し
の
言
葉
で
は
、
江
口
市
長
が
、

「
常
に
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
す
る
強
い
精

神
力
を
磨
き
、
お
互
い
を
尊
敬
し
あ
い
、
新

時
代
の
若
き
担
い
手
と
し
て
さ
ら
な
る
成
長

を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
切
に
望
み
ま

す
」
と
述
べ
、
ま
た
、「
2
0
1
1
年
の
今

年
の
漢
字
と
し
て
『
絆
』
と
言
う
漢
字
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
こ

れ
ま
で
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
ご

家
族
や
ご
友
人
、

地
域
の
方
々
と

の
『
絆
』
に
感

謝
し
、
こ
れ
か

ら
も
増
え
て
い

く
で
あ
ろ
う

『
絆
』
を
大
切
に

し
て
、
人
生
を

歩
ま
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
来
賓
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
今

後
の
人
生
に
お
い
て
の
支
え
と
な
る
よ
う
な

力
強
い
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、
ま

た
、
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
祝
電

が
届
き
ま
し
た
。

市
長
や
来
賓
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
励
ま
し

や
お
祝
い
の
こ
と
ば
の
あ
と
、
成
人
式
実
行

委
員
の
天
野
昌
彦
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し

て
成
人
の
誓
い
を
述
べ
、
閉
会
の
こ
と
ば
を

中
島
光
稀
さ
ん
が
行
い
、
式
典
が
終
了
し
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
成
人
式
実
行
委
員
が
企
画
し
た
抽
選
会
を

行
い
、
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

も
み
じ
ホ
ー
ル
の
開
場
が
満
席
に
な
る
ほ

ど
多
く
の
新
成
人
が
出
席
し
た
成
人
式
。
新

成
人
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
希
望
に
満
ち
た

活
気
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
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■
華
々
し
い
式
典
の
舞
台
裏

毎
年
行
わ
れ
る
上
野
原
市
成
人
式
。
こ
の

華
や
か
な
式
典
を
行
う
に
も
多
く
の
方
の
協

力
が
必
要
で
す
。
今
回
も
、
市
内
新
成
人
の

な
か
か
ら
選
ば
れ
た
14
人
の
成
人
式
実
行
委

員
が
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
。

11
月
か
ら
始
ま
っ
た
成
人
式
実
行
委
員
会

で
は
、
当
日
の
役
割
分
担
や
式
典
の
進
め
方
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
な
ど
を
話
し
合

い
、
ひ
と
つ
ず
つ
自
分
た
ち
で
成
人
式
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
式
典
前
日
に
行
わ

れ
た
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
最
後
ま
で
念
入
り

に
当
日
の
流
れ
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
受
付
係
の
山
口
渚
さ
ん
、
東
山

果
歩
さ
ん
・
佐
藤
ま
み
さ
ん
・
吉
原
彩
香
さ

ん
、
織
田
真
帆
さ
ん
が
笑
顔
と
艶
や
か
な
着

物
姿
で
新
成
人
を
出
迎
え
、
司
会
進
行
の
大

役
を
努
め
た
加
藤
聖
也
さ
ん
と
上
條
綾
香
さ

ん
は
ス
ム
ー
ズ
な
司
会
で
式
典
を
進
め
ま
し

た
。
ま
た
、
国
歌
斉
唱
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
、

佐
藤
由
美
さ
ん
が
行
い
、
と
て
も
丁
寧
で
上

手
な
伴
奏
で
し
た
。
関
戸
優
太
さ
ん
も
胸
を

は
っ
て
指
揮
を
行
い
ま
し
た
。
エ
ス
コ
ー
ト

役
の
長
田
洋
輔
さ
ん
は
、
少
し
照
れ
た
様
子

で
し
た
が
、
壇
上
か
ら
下
り
る
着
物
姿
の
実

行
委
員
を
し
っ
か
り
と
エ
ス
コ
ー
ト
し
ま
し

た
。
加
藤
絢
人
さ
ん
と
中
島
光
稀
さ
ん
も

堂
々
と
ま
た
凛
と
し
た
様
子
で
開
式
と
閉
式

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
華
々
し
い
式
典
を
行
う
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
協
力
や
尽
力
が
あ
り

ま
し
た
。

成成人人式式をを企企画画・・運運営営ししたた
成成人人式式実実行行委委員員ののみみななささんん

1）司会進行を努めた加藤聖也さん（左）と上條綾香さん（右） 2）エス
コート役の長田洋輔さん（写真右） 3）開会のことばを述べた加藤絢人
さん、4）国歌斉唱の指揮を務めた関戸優太さん　5）国歌斉唱の伴奏を
務めた佐藤由美さん、6）閉会のことばを述べた中島光稀さん　7）受付
係を務めたのは、写真左から、佐藤まみさん、織田真帆さん、山口渚さ
ん、東山果歩さん、吉原彩香さん

《特集》平成24年上野原市成人式　歩み出す344人の新成人
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◆成人式を終えて一言　　今回、成人の誓いという

大役を務めさせてもらい、とても良い経験になり

ました。今年は社会人になるので、自分の行動に

責任を持ち、筋の通った大人になりたいです。

◆成人の誓い　 本日は、私たち新成人の門出をお
祝いくださいまして、誠にありがとうございます。
心より感謝申し上げます。ここに新成人を代表い
たしまして、感謝の言葉と成人としての決意を表明いたします。私たち新
成人は、先ほど上野原市長であります江口英雄様をはじめ、ご来賓の方々
からいただきました激励を、しっかりと胸に刻み込み、これまで以上に、
自身の人格形成に励むとともに、一社会人としての責任と自覚を持ち、社
会に貢献できる人間になっていけるよう努力していくことをここにお誓い
いたします。これからの人生において、私たちには幾多の壁が待ち受けて
いると思います。しかし、その壁に屈することなく、かつ乗り越えられる
よう日々精進して生きてまいりたいと思います。成人式を迎えたとはいえ、
まだまだ未熟な私たちですが、みなさまには、今後ともご指導ご鞭撻をく
ださいますよう、よろしくお願い申し上げます。簡単ではございますが、
私たちの感謝の言葉と決意を表明し、誓いのことばとさせていただきます。
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『『2200歳歳のの思思いい』』そそししてて『『誓誓いい』』

《特集》平成24年上野原市成人式　歩み出す344人の新成人

成成
人人
式式
実実
行行
委委
員員
長長

米米
山山
健健
太太
郎郎
ささ
んん

成成
人人
のの
誓誓
いい

天天
野野
昌昌
彦彦
ささ
んん

式典では、新成人を代表して成人式実行委員長の米山健太郎さんがあ

いさつを行い、成人の誓いを天野昌彦さんが行いました。その一部を

紹介します。また、二人には成人式を終えての感想を伺いました。

◆成人式を終えて一言　　成人式を無事迎えることができ本当によかったで

す。これも教育委員会のスタッフのみなさんのお陰と思い、心より感謝し

ています。自分もこれから一生懸命勉強して、いつの日か上野原市のため、

子どもたちのためになれるような人間になろうと思います。このたびは、

本当に良い勉強をさせていただきありがとうございました。

◆実行委員長あいさつ（抜粋） 唐突な質問ですが、みなさんは上野原が好
きですか？私は思い出のたくさん詰まっているこの上野原が大好きです。
しかし、大人になるにつれてこの街を出て行ってしまう人もいます。出て
行く人にはいろいろな事情があると思います。ですから、私たちは、出て
行く人が『私の地元はこんなところだったんだよ』と自慢できるような街
にしていきたい。そのためには、私たち若い世代がこの街のために、この
街を盛り上げていく必要があります。とはいえ、私たちは二十歳を迎えた
ばかりで社会人としてはまだまだ未熟です。これからいろいろな経験を積
み重ね、考え、努力していかなければなりません。私たちはまだ何事をも
成し得る可能性を秘めています。この上野原にも計り知れない可能性があ
ると信じています。今日のように私たちがこうして集い、成人式を迎えら

れるのは、私たちを支えてくださった両親や家族、
導いてくださった先生方、地域の方々、共に歩んで
きた仲間たちのおかげです。みなさんもこの感謝を
忘れず、絆を大事にし、辛いことがあっても、何か
から逃げ出したいと思っても、がむしゃらに生きて
いきましょう。そうすればきっと、この上野原は笑顔
のあふれる素晴らしい街になると私は信じています。
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祝祝福福のの声声　～～新新成成人人へへエエーールル～～

新成人のみなさん、おめでとうございます。心よりお祝
い申し上げます。
新しい時代の到来は、みなさんの肩にかかっています。
新成人のみなさんの若い力で、誰もが幸せに暮らせ、夢
と希望の持てる新しい時代を切り拓いてください。
みなさんの活躍を期待しています。

みなさんは、自分の生きる目的を持っていると思います。
その目的に向かって努力してください。そして、自分に
恥ずかしくない人間になるよう注意しながら、自分の周
りに多くの人がいるんだということを忘れずに、人のた
め、自分のために一生懸命努力してください。
最後に一言『成せばなる　成さねばならぬ　なにごとも』
この言葉を思い、21世紀を全力で生きてください。

新成人のみなさん、成人おめでとうございます。
昨年は、絆という言葉の重みを多くの日本人が感じた一
年であったと思います。
新成人のみなさん、どんな世の中であっても、人々の幸
せを願う『強い絆』のある社会を、共に力を合わせて創
っていきましょう。

人生の四分の一が過ぎた、四分の一しか過ぎていないと
感じるのはあなた次第。人生は長いようで短い。この世
に生を受けた以上、あまり他人に迷惑をかけない程度で
思いっきり生きてください。そして自分の進む道を見つ
けてください。私たちは、新成人のみなさんを応援して
います。

これまで、新成人のみなさんを支え、温かく見守ってくれた多くのみ
なさんがいます。その地域のみなさんから新成人のみなさんへ祝福の
声が届いていますので、ご紹介します。

《特集》平成24年上野原市成人式　歩み出す344人の新成人

市立小中学校校長会　

会長　岡部平和さん
市青少年育成推進員　

会長　守屋　實さん

市公民館連絡協議会

会長　奈良 篤さん

1）抽選会でみごと景品が当たった参加者。当たった方からは、一
言ずつ当たった感想と20歳の決意が話されました。 2）アトラク
ションでは、市内の飲食店や美容院、企業などから提供していただ
いた景品の抽選会を行いました。 3）式典とアトラクションが終
了した後、3グループに分かれて記念撮影を行いました。

市社会教育委員会議　

委員長　萱沼雅人さん

『成せばなる　成さねば

ならぬ　なにごとも』

1 2

3

『新しい時代の

開拓者に！！』

『強い絆のある社会』 『新成人へ』



新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

新
成
人
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
成
人
の
日

を
ど
の
よ
う
に
迎
え
た
で
し
ょ
う
か
？

み
な
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
20
年
間
で
、
心

も
身
体
も
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
す
で
に
仕
事
に
つ
い

て
社
会
の
厳
し
さ
や
辛
さ
を
感
じ
て
い
る

方
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
勉
学
に
励
ん
で

い
る
方
、
ま
だ
、
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か

ら
ず
、
一
生
懸
命
探
し
て
い
る
方
、
様
々
な

人
生
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
み
な
さ
ん
に
共
通
し
て
言
え
る
こ

と
は
、
人
生
の
ひ
と
つ
の
節
目
で
も
あ
る
成

人
式
を
迎
え
、
大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
も
っ
て
、
自
分
自
身
が
描
く
将
来
に
む

か
っ
て
全
力
で
歩
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
先
、
苦
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
、

時
に
は
理
不
尽
に
思
う
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

壁
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
に

は
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
友
人
、
応
援
し
て

く
れ
る
地
域
の
み
な
さ
ん
が
い
る
こ
と
を
。

こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
家
族
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
礼
節

を
守
り
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
尊
敬
を
忘

れ
ず
、
自
分
の
心
に
正
直
に
進
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
上
野
原
を
思
い
、

み
な
さ
ん
の
若
い
力
で
、
上
野
原
市
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

7 広報うえのはら　平成24年2月号　　　　　

平成24年山梨県内の新成人者数　　　 合計　9,862人（前年比　-70人）

《特集》平成24年上野原市成人式　歩み出す344人の新成人

市 町 村 名
甲 府 市
富 士 吉 田 市
都 留 市
山 梨 市
大 月 市
韮 崎 市
南アルプス市
北 杜 市
甲 斐 市

人数
2,146
603
573
376
310
350
842
567
860

前年比
22
-16
79
-20
-25
-5
11
34
46

市 町 村 名
昭 和 町
道 志 村
西 桂 町
忍 野 村
山 中 湖 村
鳴 沢 村
富士河口湖町
小 菅 村
丹 波 山 村

市 町 村 名
笛 吹 市
上 野 原 市
甲 州 市
中 央 市
市 川 三 郷 町
富 士 川 町
早 川 町
身 延 町
南 部 町

人数
671
344
401
366
175
177
13
134
118

人数
203
24
58
94
68
37
332
17
3

前年比
-10
25
19
-36
21
-40
5
-9
-7

前年比
-8
4
1

-45
-20
4

-103
6
-3
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結結
果果
報報
告告

第第
77
回回
上上
野野
原原
市市
駅駅
伝伝
競競
走走
大大
会会

1
月
15
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
、
第
7
回
上
野
原

市
駅
伝
競
走
大
会
は
、
計
96
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。
一
般
の
部
で
は
、
和
輝
走
友
会
が
山
梨
大

学
Ａ
に
49
秒
の
差
を
つ
け
て
、
み
ご
と
三
連
覇
を
達

成
し
4
度
目
の
優
勝
。
ま
た
、
中
学
男
子
の
部
で
は
、

上
野
原
中
学
校
Ａ
が
優
勝
し
、
全
体
で
も
3
番
目
に

ゴ
ー
ル
す
る
な
ど
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

市
内
小
学
男
子
の
部
で
は
、
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ

ブ
ル
ー（
6
年
）が
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
ピ
ン
ク（
6
年
）

と
競
り
合
い
、
僅
差
で
優
勝
。
市
内
小
学
女
子
の
部

で
は
、
混
戦
の
な
か
甲
東
体
育
会
が
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
結
果

《
一
般
の
部
》

①
和
輝
走
友
会
　
1
時
間
8
分
55
秒

②
山
梨
大
学
Ａ
　
1
時
間
9
分
44
秒

③
桂
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
　
1
時
間
15
分
31
秒

《
市
内
体
協
の
部
》

①
大
鶴
体
育
会
　
1
時
間
25
分
59
秒

②
中
部
体
育
会
　
1
時
間
27
分
20
秒

③
秋
山
体
育
会
Ａ
　
1
時
間
28
分
30
秒

《
市
内
職
場
の
部
》

①
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ａ
　
1
時
間
16
分
37
秒

②
石
垣
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ｂ
　
1
時
間
18
分
14
秒

③
富
士
航
空
電
子
Ａ
　
1
時
間
24
分
8
秒

《
市
内
壮
年
の
部
》

①
甲
東
体
育
会
　
1
時
間
27
分
4
秒

②
島
田
体
育
会
　
1
時
間
27
分
40
秒

③
巌
体
育
会
　
1
時
間
29
分
7
秒

《
中
学
男
子
の
部
》

①
上
野
原
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
14
分
20
秒

②
上
野
原
西
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
16
分
7
秒

③
甲
西
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
16
分
29
秒

《
中
学
女
子
の
部
》

①
上
野
原
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
30
分
3
秒

②
上
野
原
中
学
校
Ｂ
　
1
時
間
32
分
35
秒

③
上
野
原
西
中
学
校
Ａ
　
1
時
間
33
分
5
秒

《
市
内
小
学
男
子
の
部
》

①
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
ブ
ル
ー（
6
年
）

27
分
40
秒

②
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
Ｆ
Ｃ
ピ
ン
ク（
6
年
）

27
分
41
秒

③
Ｙ
・
Ｓ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Ａ
　
28
分
1
秒

《
市
内
小
学
女
子
の
部
》

①
甲
東
体
育
会
　
32
分
6
秒

②
上
野
原
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
33
分
59
秒

③
Ｕ
・
Ｆ
・
Ｃ
　
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
Ｍ
Ａ
Ｘ
　
34
分
51
秒

1）タスキをつなぐ上野原中学校の選手　2）急な登り坂を懸命に
走る選手たち　3）桂川河川敷周回コースを力走する小学生の部
の選手たち　

牛倉神社入口前をスタートする選手たち

12

3
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表表
彰彰
者者
紹紹
介介

平平
成成
2244
年年

上上
野野
原原
市市
消消
防防
団団
出出
初初
式式

《
山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
》

【
甲
種
功
労
章
】

清
水
久
雄
、
佐
藤
孝
義
、
石
原
信
、
藤
本

正
博
、
多
賀
井
修
一

【
乙
種
功
労
章
】

小
澤
弘
昭
、
土
屋
武
政
、
米
山
尚
行
、
鈴

木
敏
彦
、
安
藤
朗
、
志
村
進
、
和
智
誠
、

佐
藤
文
男
、
小
俣
信
二
、
小
俣
勲
、
市
川

彰
、
中
村
義
明
、
河
内
正
実
、
横
内
章
哲
、

藤
本
弘
、
杉
本
和
幸
、
臼
井
修
、
内
田
倫

弘
、
長
田
英
治
、

橋
信
次
、
石
井
啓
志
、

長
田
岩
利
、
山
口
早
戸
、
奈
良
知
人
、
杉

本
茂
光
、
原
田
隆
司
、
井
上
政
司
、
原
田

英
信
、
関
戸
謹
、
関
戸
利
光
、
尾
形
繁
光

【
退
職
消
防
団
長
感
謝
状
】

古
川
英
一

【
消
防
協
力
者
お
よ
び
協
力
団
体
感
謝
状
】

萩
原
進

《
山
梨
県
消
防
協
会

東
部
支
部
長
定
例
表
彰
》

【
支
部
長
表
彰
】

梶
川
敏
之
、
水
越
哲
也
、
一
ノ
宮
重
和
、

和
智
司
善
、
安
藤
誠
一
、
志
村
慶
文
、
和

智
義
昌
、
井
上
信
二
、
小
俣
広
俊
、
志
村

茂
、
小
俣
滋
希
、
池
田
創
生
、
佐
藤
慎
也
、

加
藤
文
隆
、
加
藤
直
也
、
小
澤
泰
宏
、
由

村
芳
徳
、
佐
々
木
貴
司
、
山
口
和
重
、
清

水
英
雄
、
石
井
博
明
、
奈
良
　
行
、
脇
坂

誠
、
奈
良
和
平
、
安
留
竜
一
、
佐
藤
隆
、

佐
藤
誠
、
河
内
直
人
、
佐
藤
光
広
、
天
野

威
博
、
坂
本
康
嘉

《
富
士
・
東
部
地
域

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
》

【
所
長
表
彰
】

富
田
正
、
加
藤
好
男
、
小
俣
哲
司
、
荒
井

文
男
、
奥
田
良
一
、
降
矢
重
治
、
落
合
信

行
、
関
戸
正
明
、
原
田
寿
文

《
上
野
原
警
察
署
長
・

防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰
》

【
防
犯
功
労
者
表
彰
】

白
倉
賢
一
、
安
藤
孝
、
小
俣
進
、
和
智
修
、

関
本
隆
、
今
井
宏
樹
、
小
俣
滋
希
、
松
橋

優
、
尾
形
茂
、
小
俣
貴
士
、
長
田
常
雄
、

荒
井
保
、
長
田
修
豪
、
秦
伸
也
、
山
本
仁

洋
、
土
屋
啓
一
、
鷹
取
昭
仁
、
鷹
取
明
男
、

石
井
正
樹
、
白
鳥
秀
憲
、
城
戸
陽
介
、
大

久
保
正
臣
、
長
谷
川
政
光
、
奈
良
　
行
、

奈
良
健
作
、
志
村
利
光
、
藤
本
清
人
、
杉

本
文
明
、
金
子
政
文
、
佐
藤
忠
正
、
井
上

文
法
、
小
俣
和
利

《
上
野
原
市
長
表
彰
》

【
功
労
章
】

臼
井
明
文
、
岡
田
嘉
雄
、
横
内
啓
、
平
賀

正
、
渡
辺
幹
根
、
藤
本
初
雄
、
志
村
利
光
、

原
田
寿
文
、
関
戸
重
守
、
原
田
博
章

【
勤
続
章
】

岡
部
睦
、
上
條
良
夫
、
小
俣
茂
　
、
溝
呂

木
義
雄
、
小
山
幸
長
、
加
藤
哲
夫
、
石
井

賀
津
之
、
加
藤
由
雄
、
河
内
誠
明
、
山
下

英
男
、
原
島
清
隆
、
落
合
鉄
也
、
臼
井
正
、

長
田
英
治
、
土
屋
啓
一
、
坂
口
英
生
、
和

田
勇
人
、
鷹
取
整
、
小
俣
秋
彦
、
井
上
弘

一
、
安
留
安
文
、
原
田
壽
、

井
詳
司
、

加
藤
元
広
、
関
戸
謹
、
原
田
英
信
、
関
戸

利
光
、
関
戸
伯
和
、
関
戸
俊
仁
、
関
戸
千

秋
、
原
田
修
一

【
表
彰
状
】

望
月
賢
雄
、
安
藤
智
文

《
上
野
原
市
消
防
団
長
表
彰
》

【
精
勤
章
】

佐
藤
政
義
、
森
屋
康
浩
、
加
藤
浩
仁
、
和

智
和
夫
、
阿
部
直
樹
、
井
波
浩
史
、
守
屋

禎
彦
、
加
藤
聡
、
市
川
和
義
、
飯
塚
宣
裕
、

尾
形
真
一
郎
、
臼
井
啓
貴
、
杉
本
喜
三
、

杉
本
健
太
、
鷹
取
明
男
、
鷹
取
昭
仁
、
加

藤
浩
司
、
網
野
光
善
、
奈
良
健
作
、
佐
藤

広
幸
、
関
戸
洋
充

【
優
良
機
械
器
具
整
備
表
彰
】

大
目
分
団
第
五
部
、
甲
東
分
団
第
五
部
、

巌
分
団
第
三
部
、
大
鶴
分
団
第
二
部
、
島

田
分
団
第
一
部
、
上
野
原
分
団
第
一
部
、

棡
原
分
団
第
五
部
二
班
、
西
原
分
団
第
三
部
、

秋
山
第
一
分
団
第
三
部
遠
所
班
、
秋
山
第

二
分
団
第
三
部
安
寺
沢
班

【
優
良
防
火管

理
表
彰
】

巌
分
団
四
方
津
地
区
（
有
）網
野
自
動
車

科
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
庶
務
担
当
（
蕁

62
―

4
1
1
1
）

1
月
8
日
（
日
）、
上
野
原
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
平
成
24
年
上
野
原
市
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
内
の
消
防
団
や
多
く
の
消
防
関
係
者
が
出
席
す
る
な
か
、
式
典
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
演
技
で
は
、
棡
原
消
防
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
が
行
わ
れ
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
表
彰
者
の
紹
介
を
し
ま
す
。

▲出初式に参加する市内の各消防団
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パパブブリリッックク・・ココメメンントトをを募募集集ししまますす
第第22次次上上野野原原市市行行政政改改革革大大綱綱（（案案））
上上野野原原市市食食育育推推進進計計画画（（案案））
上上野野原原市市地地域域福福祉祉計計画画（（後後期期））（（案案））
上上野野原原市市第第22次次障障害害者者基基本本計計画画・・第第33期期障障害害福福祉祉計計画画（（案案））
上上野野原原市市高高齢齢者者福福祉祉計計画画・・第第55期期介介護護保保険険事事業業計計画画（（案案））

市
で
は
、
更
な
る
行
政
改
革
に
計
画
的
に

取
り
組
む
た
め
、
第
2
次
の
行
政
改
革
大
綱

（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
、
こ
の
大
綱
（
案
）に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
趣
旨
お
よ
び
目
的

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
第
1
次（
平
成
19

年
度
か
ら
5
年
間
）の
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
行
政
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
状
況
は
日
々
激
し
く
変
化
し
て
い
て
、
各

地
方
自
治
体
に
は
そ
の
対
応
能
力
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
市
に
お
い
て
も
「
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
住
民
福

祉
の
向
上
や
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡
素
に
し
て
効
率

的
な
市
政
の
実
現
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
第
1
次
の
行
政
改
革
大
綱
に
引

き
続
き
、
積
極
的
に
行
政
改
革
を
展
開
し
て

い
く
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
5
年
間
の
行

政
改
革
の
進
め
方
を
示
す
第
2
次
の
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

2
月
20
日（
月
）

〜
3
月
19
日（
月
）

※
大
綱
（
案
）は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

企
画
課
、
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
提
出
方
法

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

第第
22
次次
上上
野野
原原
市市
行行
政政
改改
革革
大大
綱綱
（（
案案
））

ＵＵＥＥＮＮＯＯＨＨＡＡＲＲＡＡ　ＣＣＩＩＴＴＹＹ　　 ＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮ

見
等
提
出
用
紙
」
に
記
入
し
、
持
参
、
郵

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

《
直
接
持
参
、
郵
便
の
場
合
》

〒
4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野

原
3
8
3
2
番
地

市
総
務
部
企
画
課
政
策
推
進
担
当

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
》

（
蕭
62
―

5
3
3
3
）

《
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
》

企
画
課
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenoh

ara.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
政
策
推
進
担
当

（
1
62
―

3
1
1
8
）

《
留
意
事
項
》

※
意
見
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各

閲
覧
場
所
に
用
意
し
て
あ
る
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
意
見
等
提
出
用
紙
」
の
様
式

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
様
式
を
使
用
す
る
場
合
は
、住
所
、氏
名

（
法
人
に
あ
っ
て
は
所
在
地
・
名
称
）、
電
話

番
号
等
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
意
見
書
の
提
出
は
日
本
語
で
お
願
い
し
ま

す
。
他
の
言
語
で
提
出
す
る
場
合
は
、
日

本
語
訳
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容

ご
と
に
整
理
し
た
う
え
で
、
市
の
考
え
と

と
も
に
公
表
し
ま
す
。

※
意
見
等
提
出
の
際
に
ご
記
入
い
た
だ
く
住

所
・
氏
名
等
の
個
人
に
関
す
る
情
報
は
、

公
開
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
の
目
的
で
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は
、
市
の
基

本
的
な
計
画
や
施
策
内
容
な
ど
を
策
定
す
る
過
程

に
お
い
て
公
表
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く

ご
意
見
を
い
た
だ
く
制
度
で
す
。
ま
た
、
市
で
は

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が

ら
施
策
等
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、
広
報
10
〜
11
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す

る
大
綱
（
案
）
や
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

意
見
等
の
提
出
は
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

意
見
等
提
出
用
紙
」
に
記
入
し
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
記
入
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク
・・
ココ
メメ
ンン
トト
制制
度度
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〜
29
日（
水
）

※
計
画（
案
）は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

市
福
祉
課
・
長
寿
健
康
課
、
秋
山
支
所
お

よ
び
各
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
提
出
方
法

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
等
提
出
用
紙
」
に
記
入
し
、
持
参
、
郵

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

《
直
接
持
参
、
郵
便
の
場
合
》

〒
4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野

原
3
8
3
2
番
地

市
福
祉
保
健
部
福
祉
課
福
祉
総
務
担
当

市
福
祉
保
健
部
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

市
福
祉
保
健
部
長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護

担
当

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
》

（
蕭
30
―

2
0
4
1
）

《
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
》

福
祉
総
務
担
当
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

fukush
i@
city.uenoh

ara.lg.jp

障
害
福
祉
担
当
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sh
ougai@

city.uenoh
ara.lg.jp

高
齢
者
介
護
担
当
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ch
ojyu@

city.uenoh
ara.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総
務
担
当
、
障
害
福
祉
担
当

（
1
62
―

3
1
1
5
）、
長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当
（
1
62
―

4
1
3
3
）

上
野
原
市
地
域
福
祉
計
画
（
後
期
）（
案
）、

上
野
原
市
第
2
次
障
害
者
基
本
計
画
・
第
3

期
障
害
福
祉
計
画（
案
）、
上
野
原
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画

（
案
）に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す
。

◆
趣
旨
お
よ
び
目
的

『
地
域
福
祉
計
画
』
は
、
社
会
福
祉
法
に

基
づ
い
て
地
域
自
治
体
が
作
成
す
る
も
の

で
、
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
推
進
計
画
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

『
第
2
次
障
害
者
基
本
計
画
・
第
3
期
障

害
福
祉
計
画
』
は
、
障
害
者
基
本
法
第
11
条

第
3
項
お
よ
び
障
害
者
自
立
支
援
法
第
88
条

に
基
づ
い
て
策
定
す
る
も
の
で
、
市
に
お
け

る
障
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
な
ら
び
に
障
害
者
の
生
活
支
援
に
関

す
る
各
種
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
量

や
、
そ
の
確
保
方
策
な
ど
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

『
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
5
期
介
護
保
険

事
業
計
画
』
は
、
老
人
福
祉
法
第
20
条
の
8
、

介
護
保
険
法
第
117
条
第
1
項
に
基
づ
い
て
策

定
す
る
も
の
で
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
介
護
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
等
の
計
画
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
す
。

◆
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

2
月
1
日（
水
）

上上
野野
原原
市市
地地
域域
福福
祉祉
計計
画画
（（
後後
期期
））（（
案案
））

上上
野野
原原
市市
第第
22
次次
障障
害害
者者
基基
本本
計計
画画
・・
第第
33
期期
障障
害害
福福
祉祉
計計
画画
（（
案案
））

上上
野野
原原
市市
高高
齢齢
者者
福福
祉祉
計計
画画
・・
第第
55
期期
介介
護護
保保
険険
事事
業業
計計
画画
（（
案案
））

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

《
直
接
持
参
、
郵
便
の
場
合
》

〒
4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原
市
上
野

原
3
8
3
2
番
地

市
福
祉
保
健
部
長
寿
健
康
課
保
健
担
当

《
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
》

（
蕭
20
―

5
5
2
5
）

《
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
》

長
寿
健
康
課
保
健
担
当
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

hoken@
city.uenohara.lg.jp

●
問
い
合
わ
せ
　
長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
1
62
―

4
1
3
4
）

市
で
は
、
食
育
基
本
法
に
よ
る
、
国
お
よ

び
県
の
食
育
推
進
計
画
を
受
け
、
上
野
原
市

食
育
推
進
計
画（
案
）を
作
成
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
、
こ
の
計
画（
案
）に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
趣
旨
お
よ
び
目
的

近
年
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど

の
健
康
に
関
す
る
問
題
だ
け
で
な
く
、
個
人

嗜
好
が
多
様
化
す
る
中
で
、
伝
統
的
な
食
文

化
の
喪
失
な
ど
、
文
化
・
健
康
両
面
か
ら

「
健
康
な
食
生
活
」、「
真
に
豊
か
な
食
」の
大

切
さ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
受
け
、
食
育
基

本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は

「
心
身
の
健
康
を
増
進
す
る
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
た
め
に
、
国
民
運
動
と
し
て
、

食
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
」
を

課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
市
民
が「
食
育
」を
通
じ
て
、

良
好
な
食
生
活
を
実
践
し
、
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
市
で
も
食
育
推
進
計
画
を
定
め
る
も
の

で
す
。

◆
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

2
月
1
日（
水
）

〜
29
日（
水
）

※
計
画（
案
）は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

長
寿
健
康
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
秋
山
支

所
お
よ
び
各
出
張
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◆
提
出
方
法

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
意

見
等
提
出
用
紙
」
に
記
入
し
、
持
参
、
郵

上上
野野
原原
市市
食食
育育
推推
進進
計計
画画
（（
案案
））

市市民民ののみみななささんんがが直直接接関関わわるる情情報報ココーーナナーー
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国国
民民
年年
金金
保保
険険
料料

便便
利利
でで
おお
得得
なな
口口
座座
振振
替替

市市
営営
住住
宅宅
補補
欠欠
入入
居居
者者
募募
集集

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
る

こ
と
で
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
毎
月
自
動

的
に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
一
度

手
続
き
す
る
だ
け
で
、
毎
月
金
融
機
関
等
に

出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま

せ
ん
。

手
続
き
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
備
え

付
け
の
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
金
融
機

関
等
届
出
印
を
押
印
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
出
書
は
、
市
役
所
市
民
課
国
保

年
金
担
当
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
替
方
法
に
は
当
月
末
の
振
替

（
早
割
）
を
は
じ
め
と
し
た
割
引
が
あ
り
、

6
か
月
分
、
1
年
分
の
前
納
は
、
さ
ら
に
割

引
額
が
多
く
な
る
な
ど
の
お
得
な
制
度
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
度
末
は
申
込
み
が
殺
到
す
る
た

め
、
確
実
に
4
月
か
ら
振
替
開
始
可
能
と
す

る
た
め
に
は
、
2
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金

事
務
所
（
蕁
22
―

3
8
1
1
）、
市
民
課
国

保
年
金
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

市
で
は
、
平
成
24
年
度
市
営
住
宅
補
欠
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
す
る
親
族

（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
、
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
方
、
ま
た

は
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）が
い
る
こ
と

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
同
居
の
親
族
全
員
の

所
得
金
額
か
ら
、
政
令
で
定
め
る
額
を
控

除
し
、
12
か
月
で
割
っ
た
額
が
、
15
万
8

千
円（
高
齢
者
等
に
つ
い
て
は
21
万
4
千

円
）以
下
で
あ
る
こ
と

④
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
第
2
条
第
6
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

⑤
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と

※
単
身
で
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、

60
歳
以
上
の
方
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

2
月
1
日（
水
）〜
29
日（
水
）午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

※
申
請
書
は
建
設
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
対
象
団
地

上
野
原
地
内
の
小
沢
東
団
地
、
秋
山
地
内

の
雛
鶴
団
地
、
浅
間
第
1
・
2
団
地
、
栄

団
地

※
空
室
が
生
じ
た
場
合
に
限
り
、
適
時
あ
っ

せ
ん
す
る
も
の
で
す
。

●
補
欠
入
居
該
当
者
の
有
効
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
25
年
3
月
31
日

●
選
考
方
法

上
野
原
市
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
の

選
考
結
果
に
基
づ
き
、
住
宅
に
困
窮
す
る

度
合
い
の
高
い
者
か
ら
順
番
に
入
居
を
あ

っ
せ
ん
し
ま
す
。

●
家
賃

入
居
す
る
団
地
の
条
件
に
よ
り
世
帯
の
所

得
状
況
に
応
じ
て
、
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
計
画
担

当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

▲　国民年金保険料口座振替納付申出書の表面

に記入例がありますので、記入例を参考に必要

事項を記入のうえ、金融機関等へ提出してくだ

さい。

小沢東団地
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空空
間間
放放
射射
線線
量量
等等
測測
定定
値値
報報
告告

市
で
は
、
独
自
に
放
射
線
量
等
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
1
月
実
施
分
の
市
内
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
の
測
定
値
も
、
1
年
間
に
換
算
す
る
と
、
国
が
示
す
年
間
放
射
線
の
総

量
1
ｍ
Ｓ
ｖ
／
ｙ
よ
り
低
く
、
健
康
に
影
響
が
出
る
数
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
で
は
、
空
間
放
射
線
量
を
測
定
す
る
測
定
器
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

測定場所
大目出張所
大目保育所

●　大野貯水池
甲東出張所
甲東保育所
巌 出 張 所
巌 保 育 所
沢松幼稚園
上野原西小学校
上野原西中学校

●　コモアしおつ公園
上野原高校

●　帝京科学大学
島田出張所
島田保育所
島田幼稚園
島田小学校
島田中学校

●　少年野球場
●　桂 川 球 場
秋 山 支 所

測定場所
秋山保育所
秋山小学校
秋山中学校
大鶴出張所
大鶴小学校
上野原市役所
第一保育所
第二保育所
上野原幼稚園
羽佐間幼稚園
上野原小学校
上野原中学校
日大明誠高校

● 諏 訪 神 社
● 牛 倉 神 社
棡原出張所
棡原保育所
棡原小学校
西原出張所
西原保育所
西原小学校

5㎝
0.050
0.078
0.046
0.069
0.076
0.045
0.067
0.069
0.054
0.064
0.045
0.059
0.051
0.067
0.067
0.059
0.073
0.061
0.058
0.064
0.077

1ｍ
0.053
0.062
0.036
0.057
0.068
0.044
0.061
0.060
0.044
0.066
0.050
0.055
0.059
0.062
0.063
0.053
0.067
0.050
0.048
0.057
0.072

5㎝
0.065
0.050
0.056
0.064
0.065
0.051
0.075
0.086
0.059
0.063
0.069
0.068
0.062
0.064
0.051
0.063
0.064
0.063
0.099
0.092
0.099

1ｍ
0.059
0.053
0.052
0.059
0.059
0.043
0.064
0.081
0.058
0.060
0.070
0.066
0.055
0.058
0.057
0.048
0.055
0.057
0.078
0.080
0.095

◆市内の空間放射線量の測定結果　　　　　　　　　（単位：μＳｖ／ｈ）

※　この測定結果は、1月17日に測定した結果です。
（●印の測定結果は、1月11日に測定した結果です）

●問い合わせ 生活環境課生活環境担当（蕁62－3114）

市市民民ののみみななささんんがが直直接接関関わわるる情情報報ココーーナナーー

◆
防
災
行
政
無
線
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス

市
で
は
、
放
送
し
た
防
災
行
政
無
線
の
内

容
を
電
話
で
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

放
送
を
聞
き
逃
し
た
と
き
や
内
容
が
聞
き

取
り
づ
ら
か
っ
た
場
合
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
利
用
方
法
》

次
の
電
話
番
号
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
、
最

後
に
放
送
さ
れ
た
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

蕁
63
―

2
3
8
4

※
電
話
が
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
、
か
か

り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
時
間
を
お
い
て
お
か
け
な
お

し
く
だ
さ
い
。

※
電
話
通
話
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
愛
好
者
の

災
害
時
応
援
協
定

市
で
は
、
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
・
情

報
収
集
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

大
き
な
災
害
が
発
生
す
る
と
固
定
電
話
や

携
帯
電
話
な
ど
が
繋
が
り
に
く
く
な
り
、
情

報
を
得
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
愛

好
者
な
ど
に
呼
び
か
け
て
災
害
時
に
必
要
な

情
報
の
発
信
や
地
域
の
状
況
等
を
お
知
ら
せ

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
応
援
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。

市
内
に
在
住
ま
た
は
就
労
等
し
て
い
る
方

で
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
（
1
4
4
Ｍ
Ｈ
ｚ
／
4

3
0
Ｍ
Ｈ
ｚ
）
が
利
用
で
き
、
こ
の
趣
旨
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
応
援
協
定
の
締

結
に
つ
い
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

総
務
課
行
政
防
災

担
当
（
蕁
62
―

3
1

1
7
）

防防
災災
行行
政政
無無
線線
電電
話話
応応
答答
ササ
ーー
ビビ
スス
とと

アア
ママ
チチ
ュュ
アア
無無
線線
愛愛
好好
者者
のの

災災
害害
時時
応応
援援
協協
定定
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市
長
へ
の
手
紙

市市
でで
はは
、、
市市
役役
所所
正正
面面
玄玄
関関
とと
教教
育育
委委
員員
会会
窓窓
口口
にに
、、
市市
長長
へへ
のの
手手
紙紙
ボボ
ッッ

クク
スス
をを
設設
置置
しし
まま
しし
たた
。。
ここ
れれ
はは
、、
市市
民民
のの
みみ
なな
ささ
んん
かか
らら
のの
市市
へへ
のの
要要
望望
やや

ごご
意意
見見
をを
伺伺
うう
たた
めめ
にに
設設
置置
しし
たた
もも
のの
でで
すす
。。
市市
にに
対対
しし
てて
ごご
意意
見見
やや
要要
望望
がが

ああ
るる
方方
はは
、、
ボボ
ッッ
クク
スス
のの
脇脇
にに
置置
いい
てて
ああ
るる
要要
望望
用用
紙紙
にに
、、
ごご
記記
入入
のの
うう
ええ
投投

函函
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。

《
市
長
へ
の
手
紙
紹
介
》

◆
市
の
改
善

・
手
紙
の
内
容

夜
な
ど
駅
周
辺
を
歩
く
と
き
、

駐
車
場
が
駅
の
周
り
に
な
い
た

め
、
不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ
、

と
て
も
恐
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
身
の
安
全
を

守
る
た
め
、
駅
周
辺
に
車
の
パ

ー
キ
ン
グ
を
設
け
て
欲
し
い
で

す
。
お
願
い
し
ま
す
。

・
返
答
内
容

駅
付
近
へ
の
自
動
車
駐
車
場

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
市
が
設

置
、
経
営
す
る
こ
と
は
土
地
の

購
入
や
借
地
、
管
理
な
ど
が
必

要
で
採
算
面
な
ど
を
考
え
ま
す

と
難
し
い
状
況
と
思
わ
れ
ま

す
。し

か
し
、
現
在
進
め
て
い
る

上
野
原
駅
周
辺
整
備
事
業
の
土

地
利
用
計
画
を
考
え
る
な
か

で
、
駐
車
場
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
、
民
間
事

業
者
な
ら
び
に
地
権
者
な
ど
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
時
間
貸
し

の
駐
車
場
な
ど
も
検
討
し
て
い

き
、
要
望
に
添
え
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
駅
周
辺
整
備
に
つ
い

て
も
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

市市長長室室！！！！
～～市市長長とと市市民民ののホホッットトラライインン～～ №№2233

※3案出してみました。

「
ふ
き
の
と
う
」
に
思
う

本
年
の
お
正
月
は
、
平
和
で
希

望
に
満
ち
た
1
年
を
予
感
す
る
、

穏
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
た
お
正

月
で
し
た
。

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

害
に
よ
り
日
本
国
、
日
本
国
民
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
大
切
な
年

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
は
、
こ
の
大
災
害

の
経
験
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
日

本
人
の
素
晴
ら
し
さ
、
忍
耐
強
さ
、

倫
理
観
、
連
帯
感
、
人
を
思
い
や

る
心
、
強
靱
な
心
、
希
望
を
信
じ

る
心
、
日
本
人
が
古
来
か
ら
先
人

よ
り
伝
承
し
て
き
た
日
本
人
の
気

質
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
感
じ
た
の
は
私
ひ
と
り
で
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
の
出
来
事
を
象

徴
す
る
漢
字
と
し
て「
絆
」と
い
う

漢
字
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
の「
絆
」と
い

う
漢
字
を
思
い
な
が
ら
、
故
郷
で

家
族
と
と
も
に
今
年
の
お
正
月
を

過
ご
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
家
族
も
3
年
ぶ
り
に
子
ど

も
た
ち
が
孫
を
連
れ
て
集
ま
り
、

た
っ
た
一
日
で
し
た
が
酒
を
酌
み

交
わ
し
な
が
ら「
家
族
の
絆
」を
深

め
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

年
の
お
正
月
は
と
て
も
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。お

正
月
が
過
ぎ
る
と
、
2
月
3

日
は
節
分
、
4
日
は
立
春
で
す
。

そ
の
こ
ろ
に
は
、
畑
や
あ
ぜ
み
ち

の
路
肩
に「
ふ
き
の
と
う
」が
芽
を

出
し
始
め
ま
す
。

春
が
過
ぎ
初
夏
に
な
れ
ば
い
ろ

い
ろ
な
山
菜
が
食
卓
を
賑
わ
せ
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
は
四
季
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

今
年
も
依
然
と
し
て
経
済
情
勢

の
回
復
が
見
と
お
せ
な
い
な
か
、

み
な
さ
ん
の
家
計
同
様
市
の
財
政

も
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

し
か
し
、
季
節
が
移
り
変
わ
り
、

厳
し
い
冬
か
ら
希
望
に
満
ち
た
春

が
お
と
ず
れ
る
よ
う
に
、
私
は
必

ず
み
な
さ
ん
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ

る
時
が
来
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

「
ふ
き
の
と
う
」が
芽
吹
く
春
の

季
節
を
思
い
、
下
ば
か
り
を
見
る

こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
前
を
向

い
て
、
今
年
1
年
間
を
明
る
く
過

ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

2
月
24
日（
金
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

1
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
1
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

もしもし　こちら市長室　～市長と市民のホットライン～

市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

《《1122月月開開催催報報告告》》

1122月月2222日日（（木木））のの市市長長ととののふふれれ愛愛トトーーククでではは、、11
組組のの申申込込みみががあありりままししたた。。
ここのの日日はは「「平平和和のの碑碑モモニニュュメメンントトのの設設置置」」とと「「平平
和和活活動動へへのの取取りり組組みみ」」ににつついいてて意意見見交交換換をを行行いい、、参参
加加者者かかららはは、、具具体体的的なな提提案案ももあありりままししたた。。
そそのの開開催催内内容容のの一一部部をを報報告告ししまますす。。

《内容》
参加者：以前にもこのふれ愛トークで話した、市役
所敷地内に平和の碑モニュメントを設置すること
について、現在どのような状況であるのか。

市長：来年度の当初予算に予算計上している。市役
所正面玄関前のポールの脇などに設置できればと
考えている。今後は、市で内容等の検討を行いな
がら平和の碑モニュメントの設置を進めていく。

参加者：大月市でも行っているが、上野原市でも平
和展みたいなイベントを開催し、平和活動への取
り組みを行って欲しい。

市長： 市としても、平和活動への取り組みについ
て、講演会やイベントなど前向きに検討していき
たい。

※みなさんも、ぜひ一度、江口市長と今後の上野原
市について意見交換しませんか？
お申込みをお待ちしています。

▲▲ううええののははららリリササイイククルルのの会会ののみみななささんんとと江江口口市市長長。。
写写真真左左のの車車のの中中ににはは、、支支援援物物資資がが積積みみ込込んんでであありりまますす

《飛び出せ、
市長室！！》

次回の『飛び出せ、市長
室！！』は、2月9日（木）
に秋山地区桜井のふれあい
サロンにお伺いする予定で
す。その内容は、3月号で
お知らせする予定です。

あ
る
日
の江

口
市
長

昨
年
の
12
月
22
日（
木
）、
市
職

員
か
ら
の
寄
附
金
約
43
万
円
で
購

入
し
た
ブ
ル
ー
ヒ
ー
タ
ー
7
台

（
大
型
灯
油
ス
ト
ー
ブ
）
と
う
え

の
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
会
が
購
入

し
た
下
着
段
ボ
ー
ル
2
箱
分
を
、

以
前
に
も
支
援
物
資
を
運
ん
で
い

る
気
仙
沼
市
に
市
職
員
4
名
が
搬

送
し
ま
し
た
。

市
長
も
気
仙
沼
市
に
訪
問
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
公
務
が
重
な

っ
た
た
め
、
搬
送
は
職
員
に
任
せ
、

積
み
込
み
の
手
伝
い
と
見
送
り
を

行
い
ま
し
た
。

《雑巾・タオルを福島へ》
うえのはらリサイクルの会では、被災地の除染活動に使われる雑巾と未使用タ

オルを集めています。集めた雑巾は、福島県に届け、除染活動に利用していただ
く予定です。雑巾や未使用タオルを寄附していただける方は、次の収集場所まで
お持ちください。
《収集場所》市役所正面玄関・秋山支所・各出張所

《収集期間》2月1日（水）～29日（水）

※雑巾は、タオル3つ折りもしくは4つ折りのもので、1枚からでも受け付けます。

●問い合わせ うえのはらリサイクルの会　村上敏子（163－1811）
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平成2 5年
3月
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上野原地区 長田 澪来
れ い ら

ちゃん（4歳）
涼太郎
りょうたろう

くん（1歳5か月）
秀行さんと千春さんの長女・長男

“ずっと仲良く元気いっぱい大きくなってね”

上野原地区 小俣 天音
あ ま ね

ちゃん（5歳）
幸之輔
こ う の す け

くん（3歳）
浩さんと佐栄さんの長女・長男

“いつもいっしょに大笑いしようね”

掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

介
護
は
女
の
仕
事
？

わ
が
家
は
、
同
居
し
て
い
る
75

歳
の
義
父
が
お
じ
い
さ
ん
の
面
倒

を
見
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
老
々

介
護
で
す
。

長
生
き
は
お
め
で
た
い
こ
と
で

す
が
、
現
実
は
、
体
力
的
に
も
精

神
的
に
も
金
銭
的
に
も
大
変
で

す
。朝

起
き
て
、
顔
を
洗
い
、
排
泄

し
て
ご
飯
を
食
べ
る
。
そ
の
全
て

に
お
い
て
、
義
父
が
手
を
貸
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
日
中
そ

ん
な
調
子
で
す
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
介
護
保
険
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
義
母
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
介
護
計
画

を
立
て
、
お
む
つ
等
の
買
い
物
を

し
、
排
泄
物
で
汚
れ
て
し
ま
っ
た

衣
服
を
洗
濯
し
ま
す
。
近
所
に
住

む
義
父
の
妹
も
お
じ
い
さ
ん
の
世

話
を
し
ま
す
。
私
は
、
歯
の
悪
い

お
じ
い
さ
ん
に
消
化
の
良
い
お
粥

を
炊
き
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も

た
ち
は
お
じ
い
さ
ん
を
笑
顔
に
し

ま
す
。

わ
が
家
で
は
、
主
に
義
父
が
お

じ
い
さ
ん
の
面
倒
を
見
て
い
る
の

で
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
が
、
な

か
に
は
、
介
護
を
女
ま
か
せ
に
し

て
、
家
族
内
が
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
わ
が
家
で
も
、

義
母
や
妹
、
嫁
で
あ
る
私
に
押
し

つ
け
て
し
ま
え
ば
、
み
ん
な
に
不

満
が
募
り
、
家
族
は
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

介
護
は
、
性
別
に
関
係
な
く
協

力
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

性
別
を
理
由
に
目
の
前
の
面
倒
な

こ
と
か
ら
逃
げ
ず
、
今
の
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
は
、
介
護
に
限
ら
ず
、
家

庭
生
活
、
地
域
活
動
で
も
同
じ
で

す
。
家
族
全
員
が
気
持
ち
よ
く
過

ご
す
た
め
に
も
、
性
別
に
関
係
な

く
協
力
し
て
生
活
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。（

推
進
委
員
　
互
井
恭
子
）

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当
（
蕁
62
│

3
1
1
7
）

（
上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推

進
委
員
会
）

男女共同参画
ニュース
スマイル

ＮＯ.66

平
成
24
年
度
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

お
よ
び
在
宅
福
祉
の
向
上
の
た
め

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
で

す
。

《
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
》

要
介
護
度
4
ま
た
は
5
の
要
介

護
者
と
同
居
し
、常
時
在
宅
に
お

い
て
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
家
族
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
目
的
で
、家
族
介
護
慰
労
金

月
額
5
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

《
上
野
原
市
新
湯
治
場
秋
山
温
泉

利
用
料
金
無
料
化
事
業
》

高
齢
者
の
福
祉
と
健
康
増
進
を

目
的
に
、
秋
山
温
泉
（
入
浴
施
設

の
み
）
の
利
用
を
年
間
5
回
ま
で

無
料
と
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以

上
の
方
で
利
用
者
証
の
交
付
を
受

け
た
方
（
申
請
が
必
要
で
す
。）

●
利
用
回
数

年
間
5
回

※
申
請
さ
れ
た
月
に
よ
り
利
用
回

数
が
異
な
り
ま
す
。

●
利
用
上
の
注
意

・
平
成
24
年
度
の
利
用
者
証
は
平

成
24
年
4
月
1
日
よ
り
利
用
で

き
ま
す
。（
平
成
23
年
度
に
交

付
さ
れ
た
利
用
者
証
は
、
本
年

3
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
の

で
、
更
新
の
申
請
が
必
要
で

す
。）

・
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
午
後
5

時
以
降
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
無
料
送
迎
バ
ス
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

・
年
度
途
中
で
申
請
さ
れ
る
方

は
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

1
か
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
利
用
は
75
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
と
な
り

ま
す
。

《
病
院
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

市
内
に
住
所
が
あ
り
要
介
護
認

定
（
要
介
護
1
〜
5
）
を
受
け
て

い
る
方
に
対
し
て
、
市
内
医
療
機

関
受
診
等
の
際
の
交
通
不
便
を
解

消
す
る
目
的
で
、
月
に
往
復
2
回

（
ま
た
は
片
道
４
回
）
ま
で
、
病

院
等
へ
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

移
送
範
囲
は
市
内
の
み
と
し
、

利
用
範
囲
は
、
病
院
の
通
院
・
入

退
院
、
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所
で

の
利
用
と
し
ま
す
。

●
利
用
日
お
よ
び
時
間

月
曜
日

か
ら
金
曜
日
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分

●
利
用
料

無
料

《
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

「
食
の
自
立
支
援
」を
目
的
と
し

て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
次
の
2
つ
の

要
件
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま

た
は
高
齢
者
世
帯
で
い
ず
れ
か

が
虚
弱
な
場
合

●
利
用
日
お
よ
び
回
数

週
6
回

以
内
で
月
〜
土
の
昼
食
と
な
り

ま
す
。

●
利
用
料

1
食
3
0
0
円

※
い
ず
れ
の
場
合
も
申
請
は
、
3

月
1
日
（
木
）
か
ら
長
寿
健
康

課
お
よ
び
、
秋
山
支
所
ま
た
は

最
寄
り
の
出
張
所
で
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当
（
蕁
62
│

4
1

3
3
）

利用回数

5回

4回
3回
2回

1回

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※車でお越しの方は、旧役場跡地に駐車してくだ

さい。

※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★乳幼児健診（2/1～3/10の予定）

※詳細については該当児にお知らせを郵送します。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関に直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち

物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」などの悩みごとに対し、心理相談員、保健師
が相談を行います。
◎日　　時 2月27日（月）予約制となります。
◎対　　象 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

稚枝子おおつきクリニック
都留市：磯部医院・都留市立病院

※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1

日までに次の年齢になる女性　
40・45・50・55・60・65・70歳

◎検 診 料 700円
◎内 　 容 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日 2月21日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。

◎医療機関 上野原市立病院
◎申 込 み 直接、上野原市立病院へお申し込み

ください。（蕁62ー5121）
◎受付時間 午後1時～5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★がん検診推進事業
がん検診推進事業は、市が特定の年齢に達した方に

対し子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診の「がん検診
無料クーポン券」を配布し受診促進を図る事業です。
「がん検診クーポン券」の有効期限は、大腸がんが3
月8日（木）、子宮頸がん、乳がん検診は、3月31日（土）まで
となっていますので、期限までに受診してください。

★歯周疾患検診
◎対 象 者 市内に住民登録があり平成24年4月1

日までに次の年齢になる方　
40・45・50・55・60・65歳

◎検 診 料 800円
◎医療機関 山梨県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みください。

17 広報うえのはら　平成24年2月号　　　　　

申込み・問い合わせ
0554－62－5121

0120－28－5592

042－644－3721

055－263－7071
042－622－7268

実施機関
上野原市立病院

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

クアハウス石和（笛吹市）
多摩相互病院（八王子市）

送迎
なし

一部あり

なし

一部あり
なし

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

実施日

3月 7日（水）
2月22日（水）
2月 8日（水）
2月 3日（金）

該当児

平成23年10月10日～11月21日生
平成23年4月1日～5月15日生
平成22年6月1日～7月15日生
平成20年8月16日～10月3日生

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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希
望
業
務
、
過
去
の
経
験
の
有

無
を
明
記
し
送
付
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
可

●
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

【y-oka@
yam
akan-sk.jp

】

●
申
込
期
限
　
3
月
12
日（
月
）

必
着

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

信
玄

公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
係
（
〒
4
0
0
―

0
0
3

1

甲
府
市
丸
の
内
1
―

8
―

17
）（
蕁
0
5
5
―

2
3
1
―

2

7
2
2
）（
蕭
0
5
5
―

2
2
1

―

3
0
4
0
）、
経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

2
月
8
日
（
水
）、
22

日
（
水
）、
29
日（
水
）、
3
月

7
日（
水
）
午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

上
野
原
書
道
展
開
催
の

お
知
ら
せ

庶
民
純
正
書
道
会
で
は
、
上
野

原
書
道
展
（
旧
・
庶
民
純
正
書
道

展
）
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

2
月
10
日
（
金
）、
11

日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
5

時
（
11
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

●
後
援

市
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

庶
民
純
正
書
道

会
・
水
越
（
蕁
62
―

5
6
5
6
）

山
梨
県
消
費
生
活

相
談
員
の
募
集

県
で
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
普
及
啓
発
等

を
行
う
消
費
生
活
相
談
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
内
容

地
域
で
の
消
費
生
活
相

談
、
消
費
者
啓
発
、
研
修
会
出

席
な
ど

●
応
募
資
格

県
内
在
住
の
20
歳

以
上
で
、
消
費
者
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方

●
募
集
人
員

14
名

●
任
期

4
月
1
日
〜
平
成
26
年

3
月
31
日
（
2
年
間
）

●
謝
金

年
額
上
限
6
千
円

第
41
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

募
集
の
お
知
ら
せ

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、

第
41
回
信
玄
公
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
　
4
月
7
日（
土
）

・
会
場
整
理
・
救
護
補
助
　
午
後

3
時
〜
7
時
30
分

・
運
行
補
助
　
午
後
1
時
〜
7
時

30
分

・
祭
り
案
内
業
務
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時
30
分

※
祭
り
案
内
業
務
は
、
6
日（
金
）

午
後
3
時
〜
7
時
30
分
に
も
業

務
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
人
数
　

・
会
場
整
理
　
100
人

・
甲
州
軍
団
運
行
補
助
　
70
人

・
祭
り
案
内
業
務
　
20
人

・
救
護
補
助
　
10
人

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以

上
の
方

●
募
集
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
、

●
応
募
期
限

2
月
10
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

※
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
消
費

生
活
安
全
課
消
費
生
活
担
当

（
蕁
0
5
5
―

2
2
3
―

1
3
5

2
）

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談

県
障
害
者
相
談
所
で
は
、
肢
体

不
自
由
者
を
中
心
と
し
た
医
学
的

判
定
、
補
装
具
等
の
相
談
や
障
害

者
全
般
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

3
月
21
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階
会

議
室
1

※
原
則
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に

申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
障
害
福
祉
担
当
（
蕁
62
―

3

1
1
5
）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

「
検
察
審
査
会
」

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持

っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
た
め
、
み
な
さ

ん
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故

や
詐
欺
、
脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
）

に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満
を

も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
申
し
立
て

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を

審
査
し
ま
す
。

審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

相
談
、
ま
た
は
、
検
察
審
査
会
に

つ
い
て
知
り
た
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
検
察
審
査

会
事
務
局
（
蕁
0
5
5
―

2
1

3
―

2
5
4
8
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
2
月
の
申
請
書
提
出
期
限

2
月
10
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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第
61
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
山
梨
県
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
者
の
紹
介

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

（
主
唱
法
務
省
）で
す
。

山
梨
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
次
代

を
担
う
小
・
中
学
生
に
こ
の
運
動

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。上

野
原
地
区
で
は
、
地
区
内
の

小
・
中
学
校
に
作
品
の
募
集
を
行

い
、
今
回
は
、
小
学
校
の
部
32
点

（
島
田
）、
中
学
校
の
部
111
点（
上

野
原
西
・
秋
山
）、
合
計
143
点
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
上
野

原
地
区
推
進
委
員
会
の
選
考
に
よ

り
、
小
学
校
の
部
1
点
、
中
学
校

の
部
3
点
を
山
梨
県
推
進
委
員
会

に
推
薦
し
ま
し
た
。

山
梨
県
推
進
委
員
会
で
は
、
県

内
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品
を

審
査
し
、
18
作
品
が
今
回
入
賞
し

ま
し
た
。

上
野
原
地
区
か
ら
は
次
の
1
名

が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
優
秀
賞

《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
梨
県
更
生
保
護

就
労
支
援
事
業
者
機
構
会
長

賞
》

・
テ
ー
マ

「『
繋
が
り
』
が
生
む
優
し
さ
」

原
田
祐
弥
さ
ん

（
秋
山
中
学
校
3
年
）

原
田
祐
弥
さ
ん
は
、
昨
年
の
12

月
27
日
に
甲
府
市
古
名
屋
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
し
ま

し
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参

加
に
よ
り
、
さ
ら
に
思
い
や
る
心

や
考
え
る
力
を
育
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
第
61
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」上
野
原
地
区
推
進
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

市
で
は
、
消
費
生
活
等
に
係
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
3
月
9
日（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所
　
市
役
所
会
議
室
Ｂ
（
福

祉
課
横
）

●
相
談
内
容
　

①
消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど

②
市
民
生
活
関
連
　
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど

※
相
談
は
、
1
人
30
分
で
、
相
談

内
容
①
、
②
と
も
に
各
3
人
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事

項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間
　
2
月
23
日（
木
）

〜
3
月
7
日（
水
）
先
着
順

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

秋
山
温
泉
お
休
み
の

お
知
ら
せ

秋
山
温
泉
で
は
、
定
期
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
、
3
月
5
日
（
月
）

か
ら
3
日
間
、
休
館
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

●
休
館
日
　
3
月
5
日（
月
）・
6

日（
火
）・
7
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ

秋
山
温
泉
（
蕁

56
―

2
6
1
1
）

最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

◆
山
梨
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器

具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造

業
最
低
賃
金
　
1
時
間
7
9
3

円（
平
成
23
年
12
月
31
日
効
力

発
生
）

◆
山
梨
県
自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
最
低
賃
金
　
1
時
間
8
0

1
円（
1
月
25
日
効
力
発
生
）

◆
山
梨
県
最
低
賃
金

1
時
間
6

9
0
円（
平
成
23
年
10
月
20
日

効
力
発
生
）

●
問
い
合
わ
せ

都
留
労
働
基
準

監
督
署
（
蕁
43
│

2
1
9
5
）

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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郡郡
内内
地地
区区
保保
育育
所所（（
園園
））保保
護護
者者
連連
合合
会会
研研
修修
会会

郡
内
地
区
保
育
所（
園
）保
護
者

連
合
会
と
市
保
育
所
保
護
者
連
合

会
で
は
、『
父
親
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
』を
開
催
し
ま
す
。

子
ど
も
と
ど
う
か
か
わ
っ
た
ら

い
い
か
悩
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
ま
た
、
父
親
の
育
児
参
加

を
た
め
ら
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

広
く
豊
か
な
見
識
を
も
つ
加
藤

先
生
の
お
話
は
、
笑
顔
で
温
か
い

語
り
口
の
た
め
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
の
講
演
で
す
。

み
な
さ
ん
一
緒
に
子
育
て
に
つ

い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

3
月
4
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜（
受
付
午
後
1
時
〜
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
講
演

『
子
ど
も
と
歩
け
ば
お

も
し
ろ
い
〜
対
話
と
共
感
の
子

育
て
〜
』

●
講
師

山
梨
大
学
教
授
（
人
間

教
育
科
学
部
）
幼
児
教
育
学

加
藤
繁
美
　
先
生

●
共
催

山
梨
県
教
育
委
員
会
、

山
梨
県
保
育
所（
園
）保
護
者
連

合
会

●
申
込
方
法

保
育
所
・
幼
稚
園

保
護
者
は
各
所
属
の
保
育
所
・

幼
稚
園
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。ま
た
、一
般
参
加
者
は
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
事
務

局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

郡
内
地
区
保
育
所（
園
）保
育
所

保
護
者
連
合
会
事
務
局（
島
田

保
育
所
）（
蕁
62
―

3
9
4
1
）

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
兼
用

※
当
日
参
加
者
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
記
入
等
が
あ
り
ま
す
の
で
筆

記
用
具
の
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

山山
梨梨
県県
教教
育育
委委
員員
会会
委委
託託
事事
業業

『『
父父
親親
をを
考考
ええ
るる
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
』』

診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・細川

前田

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

武田

後藤

桜井

※5

※6

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭・進藤

小林

長坂

高橋

高橋

川村

須田
※4大野（時間制限）

山本

豊永

細川

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

松原

交代制

水曜日

両角・津久井大

反頭・牛島

中根

長坂

吉田

吉田

※1

戸島

館野

黒田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

長谷部

喜瀬（予約第1週）
山梨大非常勤医師交代

高橋

平良（予約）

高橋

※2

※3大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 皮膚科の水曜日は、山口医師が診療を行い、午後1時から3時30分までの受付となります。
※2 整形外科の木曜日は、第2・4週のみ中島医師が診療を行います。
※3 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※4 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時30分までに受付した患者様の診療となります。
※5 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※6 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は1月22日現在の予定です。）

《上野原市立病院　2月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広
　
　
告

第1次試験日
5月12日（土）
※パイロット要
員志願者は、5月
13日（日）も試験
実施

第1回 4月上旬
第2回 10月中旬
※第1回試験で採
用予定者数を採
用した場合、第2
回は実施しない。

区別

幹部候補生

予備自衛官補

募集種目

一般・
技術

歯科・
薬剤科

一般

技能

資格
20歳以上26歳未満の者
（22歳未満の者は大卒
（見込み含む））
※大学院修士学位取得
者（見込み含む）は28歳
未満
専門の大学（見込み含
む）20歳以上30歳未満
※薬剤は、28歳未満の
者で薬学修士学位取得
者（見込み含む）
18歳以上34歳未満の者

18歳以上
保有する技能により53
～55歳未満の者

願書受付期間

2月1日（水）～
4月27日（金）

第1回
1月11日（水）～
4月4日（水）
第2回
7月17日（火）～
10月1日（月）

概要
・入隊後約1年で幹部自衛官
（3等陸・海・空尉、大学
院修士学士取得者は2等
陸・海・空尉）に昇任

・免許取得後歯科は、2等
陸・海・空尉、薬剤科は、
入隊後約1年で、3等陸・
海・空尉

・3年間で50日間の訓練参加
後予備自衛官として任用

・2年間で10日間の訓練参加
後予備自衛官として任用

自衛隊山梨地方協力本部では、自衛官等の募集を行います。募集、申込みについては、お問い合わせください。
●問い合わせ　自衛隊山梨地方協力本部大月地域事務所（蕁0554－22－1298）

平成24年度　自衛官等募集案内

ふふ
れれ
ああ
いい
パパ
ーー
テテ
ィィ
ーー
参参
加加
者者
募募
集集

市
結
婚
相
談
所
で
は
、「
素
敵

な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
！
」
を
合
言
葉
に
、
出
会

い
の
場
を
創
出
す
る
『
ふ
れ
あ
い

パ
ー
テ
ィ
ー
』
を
開
催
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
4
日（
日
）午
後
1

時
30
分
〜
5
時（
受
付
午
後
1

時
〜
）

●
場
所

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八

王
子（
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
前
）

●
内
容

パ
ー
テ
ィ
ー
方
式（
軽

食
）

●
参
加
資
格

男
女
共
　
25
歳
以

上
50
歳
未
満
の
独
身
の
方（
と

も
に
再
婚
可
）

●
参
加
費

男
性
　
7
千
円

女
性
　
3
千
円

●
申
込
期
限

2
月
17
日（
金
）ま

で
●
募
集
人
数

男
女
と
も
各
25
名

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
抽
選
の
場
合
は
、
当
選
者
の
み

に
案
内
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

（
案
内
通
知
は
、
2
月
24
日（
金
）

に
発
送
し
ま
す
）

●
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
封
書

で
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

職
業
⑤
連
絡
先
⑥
初
・
再
婚
⑦

趣
味
⑧
自
己
Ｐ
Ｒ
を
明
記（
①

〜
⑧
必
須
）の
う
え
、「
上
野
原

市
結
婚
相
談
所
」
事
務
局（
福

祉
課
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

〒
4
0
9
―

0
1
9
2
上
野
原

市
上
野
原
3
8
3
2

福
祉
課
福
祉
総
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
・
蕭
30
―

2
0
4
1
）

素素
敵敵
なな
出出
会会
いい
をを
ササ
ポポ
ーー
トト

ふれあいパーティーの様子



お
め
で
た

お
く
や
み
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

掲載写真募集！　お問い合わせ 企画課企画調整担当（電話 62-3118）

NO.1

巌
地
区

金
澤
愛
華
ま
な
か
（
謙
一
）、
溝
呂
木
冬
空
と

あ

（
昌
彦
）、
志
村
結
衣
ゆ

い

（
智
）、
和
智

正
大
し
ょ
う
た（
博
）

上
野
原
地
区

網
野
咲
良
さ
く
ら

（
安
義
）、
市
川
冬
真
と
う
ま

（
直
樹
）

巌
地
区

不
動
田
哲
也
＝
岡
部
真
弓

上
野
原
地
区

竹
田
宗
弘
＝
井
上
恵
理
子

清
水
朋
治
＝
佐
藤
由
希
子

小
山
優
樹
＝
佐
藤
愛
佳

佐
藤
順
一
＝
石
川
果
代

才
名
園
茂
＝
嶋
田
妙
子

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

・
申
請
は
治
療
が
終
了
し
た
年
度

内
（
3
月
31
日
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

犬
や
猫
の
飼
い
方

人
も
動
物
も
「
命
の
あ
る
も
の
」

で
す
。
犬
や
猫
の
動
物
を
飼
い
は

じ
め
た
ら
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
育

し
、
最
後
ま
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ

う
。

《
飼
育
の
基
本
》

・
散
歩
時
な
ど
の
ふ
ん
の
放
置
、

犬
の
放
し
飼
い
な
ど
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
繁
殖
を
望
ま
な
い
な
ら
去
勢
や

不
妊
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
猫
は
、
感
染
症
や
事
故
の
防
止

な
ど
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ

け
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
保
健
所
や
市
町
村

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
迷
子
や
保

護
さ
れ
た
犬
や
ね
こ
の
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課
（
蕁
0

5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
12
月
中
届
出
分
＝

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

県
で
は
特
定
不
妊
治
療（
体
外

受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）を
行
っ

た
夫
婦
に
対
し
て
、
費
用
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
国
の

経
済
対
策
に
よ
り
1
回
あ
た
り
の

助
成
限
度
額
は
15
万
円
で
す
。

※
来
年
度
以
降
の
助
成
額
は
未
定

で
す
。

●
対
象
者

・
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
山
梨
県
に

住
所
を
有
し
て
い
る

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
お
り
、

特
定
不
妊
治
療
以
外
で
は
妊
娠

の
見
込
み
が
極
め
て
少
な
い
と

医
師
に
診
断
さ
れ
た
夫
婦

・
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が
730
万
円

未
満

●
対
象
と
な
る
治
療

・
山
梨
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関

で
受
診
し
た
特
定
不
妊
治
療

●
助
成
額

・
治
療
1
回
あ
た
り
15
万
円
を
限

度
と
し
て
年
度
2
回
ま
で
助
成

※
通
算
5
年
間
（
申
請
初
年
度
は

年
3
回
ま
で
助
成
。
た
だ
し
、

通
算
10
回
を
超
え
な
い
範
囲
）

●
申
請
対
象
期
間

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 杉本 アニカちゃん（7歳0か月）

憲信
けんしん

くん　（2歳3か月）
光さんキヌエさんの長女・長男

“強くてやさしい子に育ってね”

上野原地区 鈴木 遥翔
はると

くん（4歳10か月）

琉生
る い

くん　（2歳9か月）
磨さん希さんの長男・二男

“元気に仲良く過ごしてね！”



■ 子 ど も 映 画 館
『おばけのてんぷら』
◎日時　2月11日（土）
午前10時～10時25分
午後2時～2時25分

■ お は な し 会
『こそこそこそっ、

かくれよう！』ほか
◎日時　2月11日（土）
午後2時30分～
◎たんぽぽ会

■ リ ン デ ン ド ー ム
朗 読 館
『笛を砕く』
杉本苑子／作　ほか
◎日時　2月19日（日）
午後2時～
◎上野原朗読の会

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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大
目
地
区

上
條
嘉
江
（
岩
雄
）

甲
東
地
区

志
村
幹
生
（
正
寿
）、
小
俣
勝
芳

（
哲
司
）、
和
智
正
雄
（
正
美
）

巌
地
区

浅
川
し
げ
る
（
信
二
）、
志
村
嘉
道

（
浩
正
）、
市
川
明
彦
（
ル
ミ
子
）、

久
島
清
正
（
鶴
一
）

大
鶴
地
区

木
田
義
勝
（
定
義
）、
中
村
克
己

（
政
明
）

島
田
地
区

山
口
　
子
（
光
一
）、
山
　
良
雄

（
明
彦
）、
加
藤
喜
久
（
公
彬
）、
小
俣

み
つ
江
（
茂
雄
）

上
野
原
地
区

安
藤
濱
子
（
享
治
）、
山
本
　
ん

（
和
照
）、
安
藤
雅
訓
（
雅
文
）、
遠
藤

ツ
ル
子
（
佐
々
木
勇
）、
山
　
博
次

（
哲
司
）、
川
原
哲
夫
（
米
子
）

棡
原
地
区

吉
村
厚
（
賢
之
）、
大
久
保
亀
夫

（
幸
夫
）

西
原
地
区

奈
良
末
一
（
重
美
）、
奈
良
利
丸

（
富
男
）

秋
山
地
区

安
留
金
造
（
竜
一
）、
落
合
義
仁

（
清
治
）、
志
村
美
代
子
（
健
朗
）、

佐
藤
梅
子
（
裕
一
）

一

般

書

◇
『
虎
の
夢
見
し
』

津
本
陽
／
著
　
幻
冬
社

本
能
寺
の
変
、
天
下
統
一
、

朝
鮮
出
兵
、
関
ヶ
原
の
戦

い
・
・
・
。
報
恩
の
思
い
を
胸

に
秘
め
、
戦
国
動
乱
を
駆
け
抜

け
た
豪
傑
、
加
藤
清
正
。

◇
『
人
生
に
七
味
あ
り
』

江
上
剛
／
著
　
徳
間
書
店

●声の広報 市立図書館には、目の
不自由な方のために広報うえのは
らの内容を録音したテープ（声の
広報）を置いています。
声の広報は、上野原朗読の会の

ご協力により録音されています。

会
社
の
合
併
で
居
場
所
を
失

っ
た
四
十
四
歳
の
銀
行
員
・
樫

村
徹
夫
。
同
僚
た
ち
が
退
行
す

る
な
か
、
樫
村
も
飲
食
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
会
社
の
Ｃ
Ｆ
Ｏ
に
転

身
す
る
が
、
そ
の
会
社
に
は
隠

さ
れ
た
巨
額
負
債
が
・
・
・
。

◇
『
北
の
五
稜
星
』

植
松
三
十
里
／
著
　
角
川
書
店

大
政
奉
還
後
、
薩
長
の
新
政

府
に
徳
川
家
や
諸
藩
は
恭
順
の

意
を
示
す
が
、
榎
本
武
揚
は
、

新
天
地
を
求
め
、
旧
幕
府
海
軍

を
率
い
て
若
き
浦
賀
衆
た
ち
と

と
も
に
蝦
夷
地
へ
と
向
か

う
・
・
・
。

◇
『
流
燈
記
』

三
浦
哲
郎
／
著
　
筑
摩
書
房

自
分
が
死
ん
だ
ら
誰
が
燈
籠

を
作
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

燈
籠
流
し
の
季
節
に
交
差
す

る
、
ふ
た
つ
の
透
明
な
魂
の
明

滅
。

児

童

書

◆
『
も
う
い
ち
ど

家
族
に
な
る
日
ま
で
』

ス
ザ
ン
ヌ
・
ラ
フ
ル
ー
ラ
／
作

永
瀬
比
奈
／
訳
　
徳
間
書
店

◆
『
ビ
ッ
ケ
と
弓
矢
の
贈
り
物
』

ル
ー
ネ
ル
・
ヨ
ン
ソ
ン
／
作

石
渡
利
康
／
訳
　
評
論
社

◆
『
ま
い
ご
の
ま
い
ご
の

ゴ
ン
ザ
レ
ス
』

服
部
千
春
／
作
　
村
上
康
成
／

絵
　
岩
崎
書
店

◆
『
ヤ
モ
リ
の
指
か
ら

不
思
議
な
テ
ー
プ
』

石
田
秀
輝
／
監
修
　
ア
リ
ス
館

絵

本

○
『
ト
ン
ト
ン
を

ま
ち
ま
し
ょ
う
』

あ
ま
ん
き
み
こ
／
作
鎌
田
暢

子
／
絵
　
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル

ド
○
『
お
は
よ
う
ぼ
く
だ
よ
』

もっと、市立図書館の書籍を活用しまし
ょう。

図書館イベント情報

益
田
ミ
リ
／
作
　
平
澤
一
平
／

絵
　
岩
崎
書
店

○
『
よ
う
ち
え
ん
に

行
く
ん
だ
も
ん
』

角
野
栄
子
／
文
　
佐
古
百
美
／

絵
　
文
化
出
版
局

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
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広
報

電
話
：
0554-62-311 1 （

代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
.city.u

en
o
h
ara.yam

an
ash
i.jp

E
-m
ai l ：
kikaku

@
city.u

en
o
h
ara.lg

.jp

1月15日、桂川河川敷周回コースで、第7回上野原
市駅伝競走大会（小学生の部）が行われました。多く
の保護者が応援するなか、27チーム135人が1.5㎞
の周回コースでタスキをつなぎました。選手たちは、
チームの思いをタスキに込め、全力で走りました。

君たちの描いた未来、全力で進もう！！

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

1月9日、もみじホールで、平成24年上野原市成人式が行われました。
この成人式は、成人式実行委員14名が昨年の11月から少しずつ準備

を進め多くの方の支えのなか行われたものです。その企画・運営を行った
成人式実行委員のみなさんに、将来への夢や希望、20歳の決意をスケッ
チブックに記してもらいました。新成人のみなさんには、これからさまざ
まな壁が待ち受けているかもしれませんが、20歳の決意を胸に、自分の
描いた未来に向かって全力で進んでもらいたいと思います。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,258人　（－60）
男 ●13,114人 （－41）
女 ●13,144人 （－19）
世帯●9,956世帯 （－15）
平成24年1月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●第7回上野原市駅伝競走大会（小学生の部）
1月12日、上野原小学校で、第一・第二・棡原保

育所、沢松幼稚園の年長園児が小学校の見学をしまし
た。園児42名は、職員室や図書館、1年生の授業の
様子などを見学しました。また、園児たちは、伊坂エ
リザベス先生の英語を使ったゲームで楽しみました。

●年長園児が上野原小学校を見学

12月10日、もみじホールで、上野原ぞうれっしゃ
合唱団発表会が行われました。この発表会は、太平洋
戦争中の悲惨な出来事を忘れず、戦争を知らない人々
に平和と命の大切さを伝えるために上野原ぞうれっし
ゃ合唱団が行いました。

●上野原ぞうれっしゃ合唱団発表会
1月8日・9日、もみじホール2階会議室で新春書道

華道展が行われました。これは、上野原書道会が新春
に行っている展覧会で、大小さまざまな掛け軸に、会
員のみなさんが書いた作品などが展示してありまし
た。会場には多くの方が訪れました。

●新春書道華道展
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番

地
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